
(57)【要約】

【課題】被研磨物の研磨後の厚みのばらつき精度を数十

μｍ程度にさせ得る研磨材固定用の両面粘着テープを提

供する。

【解決手段】独立気泡が均一に分布している厚み０．５

～２．０ｍｍの樹脂製発泡体シート１の片面に樹脂フィ

ルム２が積層された積層シート４の両面に、粘着剤層５

，６が設けられてなることを特徴とする研磨材固定用両

面粘着テープ７。更に、樹脂製発泡体シートの、温度１

０～６０℃における貯蔵弾性率が１．０×１０６ 　 ～１

．０×１０７ 　 Ｐａである上記の研磨材固定用両面粘着

テープ。更に、樹脂製発泡体シートの、厚みのばらつき

が±１％以内である上記の研磨材固定用両面粘着テープ

。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
独 立 気 泡 が 均 一 に 分 布 し て い る 厚 み ０ ． ５ ～ ２ ． ０ ｍ ｍ の 樹 脂 製 発 泡 体 シ ー ト の 片 面 に 樹
脂 フ ィ ル ム が 積 層 さ れ た 積 層 シ ー ト の 両 面 に 、 粘 着 剤 層 が 設 け ら れ て な る こ と を 特 徴 と す
る 研 磨 材 固 定 用 両 面 粘 着 テ ー プ 。
【 請 求 項 ２ 】
樹 脂 製 発 泡 体 シ ー ト の 、 温 度 １ ０ ～ ６ ０ ℃ に お け る 貯 蔵 弾 性 率 が １ ． ０ × １ ０ ６ 　 ～ １ ．
０ × １ ０ ７ 　 Ｐ ａ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 研 磨 材 固 定 用 両 面 粘 着 テ ー プ 。
【 請 求 項 ３ 】
樹 脂 製 発 泡 体 シ ー ト の 、 厚 み の ば ら つ き が ± １ ％ 以 内 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又
は ２ 記 載 の 研 磨 材 固 定 用 両 面 粘 着 テ ー プ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 シ リ コ ン ウ エ ハ 、 レ ン ズ 、 ガ ラ ス 、 ア ル ミ ニ ウ ム デ ィ ス ク な ど を 研 磨 材 を 用 い
て 研 磨 す る 際 に 、 研 磨 材 を 固 定 す る た め に 用 い る 両 面 粘 着 テ ー プ に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 シ リ コ ン ウ エ ハ 、 レ ン ズ 、 ガ ラ ス 、 ア ル ミ デ ィ ス ク な ど を 研 磨 す る た め の 研 磨 材 と
し て は 、 ポ リ ウ レ タ ン 発 泡 体 な ど を 素 材 に し た 研 磨 パ ッ ド と 呼 ば れ る も の が 多 用 さ れ て い
る 。 そ の 際 の 研 磨 方 式 と し て は 、 研 磨 機 の 定 盤 と 呼 ば れ る 円 盤 に 両 面 粘 着 テ ー プ を 用 い て
研 磨 パ ッ ド を 固 定 し 、 ア ル カ リ 性 も し く は 酸 性 に 調 整 さ れ た 水 溶 液 に 砥 粒 等 の 研 磨 材 を 混
合 し た ス ラ リ ー 液 と 呼 ば れ る 水 溶 液 中 で 、 被 研 磨 物 を 回 転 運 動 や 往 復 運 動 に よ っ て 研 磨 す
る 方 式 が と ら れ る 。 こ の 際 に 用 い ら れ る 両 面 粘 着 テ ー プ と し て は 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、
特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た も の が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ５ ４ ９ ２ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ４ ６ ３ ０ ２ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ し て 、 半 導 体 デ バ イ ス な ど を 研 磨 す る 際 に 、 特 に 研 磨 後 の 厚 み の ば ら つ き が 数 百 μ ｍ 以
内 と い う 極 め て 高 い 精 度 を 求 め る 場 合 に は 、 研 磨 パ ッ ド に 、 ク ッ シ ョ ン 性 の あ る 発 泡 体 を
芯 材 と し た 両 面 粘 着 テ ー プ を 貼 り 合 わ せ た も の が 用 い ら れ る 場 合 が あ る 。 こ の よ う な 両 面
粘 着 テ ー プ を 用 い る こ と に よ り 、 ２ 層 構 造 の パ ッ ド を 形 成 し 、 研 磨 時 の 研 磨 精 度 を 向 上 さ
せ る こ と が で き る 。 こ の よ う な 両 面 粘 着 テ ー プ に 用 い ら れ る 発 泡 体 と し て は 、 ポ リ ウ レ タ
ン や ポ リ エ チ レ ン 素 材 の も の が 用 い ら れ る 。 し か し な が ら 、 研 磨 後 の 厚 み の ば ら つ き の 精
度 が 数 十 μ ｍ 程 度 が 必 要 な 場 合 に は 、 従 来 の 一 般 的 な 発 泡 体 を 芯 材 と し た 両 面 粘 着 テ ー プ
を 用 い た の で は 難 し い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 研 磨 材 固 定 用 の 両 面 粘 着 テ ー プ の 問 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 そ の
目 的 と す る と こ ろ は 、 被 研 磨 物 の 研 磨 後 の 厚 み の ば ら つ き 精 度 を 数 十 μ ｍ 程 度 に さ せ 得 る
研 磨 材 固 定 用 の 両 面 粘 着 テ ー プ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 で は 、 独 立 気 泡 が 均 一 に 分 布 し て い る 厚 み ０ ． ５ ～
２ ． ０ ｍ ｍ の 樹 脂 製 発 泡 体 シ ー ト の 片 面 に 樹 脂 フ ィ ル ム が 積 層 さ れ た 積 層 シ ー ト の 両 面 に
、 粘 着 剤 層 が 設 け ら れ て な る こ と を 特 徴 と す る 研 磨 材 固 定 用 両 面 粘 着 テ ー プ が 提 供 さ れ る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 に お い て 用 い ら れ る 樹 脂 製 発 泡 体 シ ー ト と し て は 、 独 立 気 泡 が 均 一 に 分 布 し て い る
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発 泡 体 シ ー ト で あ る こ と が 必 要 で あ り 、 そ の 厚 み は ０ ． ５ ｍ ｍ 未 満 に な る と 発 泡 体 シ ー ト
に よ る ク ッ シ ョ ン 性 が 低 下 し て 研 磨 工 程 で の 平 坦 化 効 果 が 低 く な っ て し ま う こ と が あ り 、
２ ． ０ ｍ ｍ を 超 え る と 剪 断 方 向 の 力 に 対 し て 変 形 を 起 こ し 易 く な り 研 磨 工 程 で の 平 坦 化 効
果 が 低 く な っ て し ま う こ と が あ る の で 、 ０ ． ５ ～ ２ ． ０ ｍ ｍ に 限 定 さ れ る 。 上 記 独 立 気 泡
の 平 均 発 泡 粒 径 と し て は １ ０ ０ μ ｍ 程 度 が 好 ま し い 。 独 立 気 泡 が 均 一 に 分 布 し て い る と は
、 発 泡 体 の 発 泡 粒 径 を 平 均 発 泡 粒 径 と そ の 標 準 偏 差 で 表 し た 時 の 、 変 動 係 数 （ ＝ 標 準 偏 差
÷ 平 均 発 泡 粒 径 × １ ０ ０ ） が １ ０ ％ 以 内 で あ る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
上 記 発 泡 体 シ ー ト の 材 質 と し て は 、 ポ リ ウ レ タ ン が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に お い て 用 い ら れ る 樹 脂 製 発 泡 体 シ ー ト の 温 度 １ ０ ～ ６ ０ ℃ に お け る 貯 蔵 弾 性 率 は
、 １ ． ０ × １ ０ ６ 　 ～ １ ． ０ × １ ０ ７ 　 Ｐ ａ で あ る こ と が 好 ま し い 。 上 記 貯 蔵 弾 性 率 は 、
粘 弾 性 測 定 装 置 で 測 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に お い て 用 い ら れ る 樹 脂 製 発 泡 体 シ ー ト の 厚 み の ば ら つ き は 、 大 き く な る と 被 研 磨
物 の 研 磨 後 の 厚 み の ば ら つ き が 大 き く な る の で 、 ± １ ％ 以 内 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 に お い て 用 い ら れ る 樹 脂 フ ィ ル ム と し て は 、 そ の 厚 み は ２ ５ ～ ５ ０ μ ｍ 程 度 が 好 ま
し い 。 上 記 樹 脂 フ ィ ル ム の 材 質 と し て は 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 に お い て 、 樹 脂 製 発 泡 体 シ ー ト と 樹 脂 フ ィ ル ム と の 積 層 シ ー ト を 得 る 方 法 と し て は
、 樹 脂 製 発 泡 体 シ ー ト と 樹 脂 フ ィ ル ム と を 別 々 に 製 造 し た 後 、 粘 着 剤 を 用 い て 貼 り あ わ せ
る 方 法 が 挙 げ ら れ る 。 こ こ で 用 い ら れ る 粘 着 剤 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 ア ク リ ル
系 粘 着 剤 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 に お け る 積 層 シ ー ト の 両 面 に 設 け ら れ る 粘 着 剤 層 を 構 成 す る 粘 着 剤 は 、 特 に 限 定 さ
れ な い が 、 特 に 定 盤 に 貼 り 合 わ せ る 側 の 粘 着 剤 層 を 構 成 す る 粘 着 剤 は 、 研 磨 時 に 剥 が れ 難
く す る こ と と 、 研 磨 終 了 後 に 再 剥 離 す る た め に 研 磨 液 中 で の 安 定 性 を バ ラ ン ス 良 く 実 現 す
る と い う 点 で 、 ゴ ム 系 粘 着 剤 、 ア ク リ ル 系 粘 着 剤 、 シ リ コ ー ン 系 粘 着 剤 等 が 好 ま し く 、 粘
着 剤 層 の 塗 工 厚 み と し て は ２ ０ ～ １ ２ ０ μ ｍ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 の 研 磨 材 固 定 用 両 面 粘 着 テ ー プ は 、 一 方 の 面 の 粘 着 剤 層 が 研
磨 材 の 貼 り 合 わ せ 面 と な る よ う に 貼 り 付 け ら れ 、 他 方 の 面 の 粘 着 剤 層 が 研 磨 機 の 定 盤 に 貼
り 付 け ら れ て 研 磨 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ 作 用 ）
本 発 明 の 研 磨 材 固 定 用 両 面 粘 着 テ ー プ に お い て は 、 独 立 気 泡 が 均 一 に 分 布 し て い る 厚 み ０
． ５ ～ ２ ． ０ ｍ ｍ の 樹 脂 製 発 泡 体 シ ー ト の 片 面 に 樹 脂 フ ィ ル ム が 積 層 さ れ た 積 層 シ ー ト を
用 い る の で 、 発 泡 体 シ ー ト の 部 位 に よ る 硬 度 の ば ら つ き が 少 な い た め 被 研 磨 物 の 研 磨 後 の
厚 み の ば ら つ き 精 度 を 数 十 μ ｍ 程 度 に さ せ 得 る 。
更 に 、 上 記 樹 脂 製 発 泡 体 シ ー ト の 、 温 度 １ ０ ～ ６ ０ ℃ に お け る 貯 蔵 弾 性 率 が １ ． ０ × １ ０
６ 　 ～ １ ． ０ × １ ０ ７ 　 Ｐ ａ と す る と 、 研 磨 時 に 発 生 す る 摩 擦 熱 に よ り 環 境 温 度 が 上 昇 し
て も 発 泡 体 シ ー ト の 性 質 の 変 化 が 少 な い の で 、 被 研 磨 物 の 研 磨 後 の 厚 み の ば ら つ き 精 度 を
、 よ り 容 易 に 、 数 十 μ ｍ 程 度 に さ せ 得 る 。
更 に 、 上 記 樹 脂 製 発 泡 体 シ ー ト の 、 厚 み の ば ら つ き が ± １ ％ 以 内 と す る と 、 発 泡 体 シ ー ト
の 厚 み の ば ら つ き が 少 な い の で 、 被 研 磨 物 の 研 磨 後 の 厚 み の ば ら つ き 精 度 を 、 よ り 容 易 に
、 数 十 μ ｍ 程 度 に さ せ 得 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 及 び 比 較 例 を 示 す 。
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（ 実 施 例 １ ）
図 １ に 示 す よ う に 、 発 泡 体 シ ー ト １ と し て 表 １ に 示 し た 物 性 の ポ リ ウ レ タ ン 発 泡 体 シ ー ト
（ 厚 み １ ０ ０ ０ μ ｍ 、 図 ２ に そ の 断 面 の 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 写 真 を 示 す よ う に 、 気 泡 の 大 き
さ が 均 一 で あ る ） を 用 い 、 そ の 片 面 に 樹 脂 フ ィ ル ム ２ と し て ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト
フ ィ ル ム （ 厚 さ ３ ８ μ ｍ ） を 、 ア ク リ ル 系 粘 着 剤 （ 乾 燥 後 厚 み ５ ０ μ ｍ ） ３ を 用 い て 積 層
し て 積 層 シ ー ト ４ を 得 た 。 得 ら れ た 積 層 シ ー ト ４ の 発 泡 体 シ ー ト １ の 面 上 に 粘 着 剤 層 ５ と
し て ア ク リ ル 系 粘 着 剤 （ 乾 燥 後 厚 み ５ ０ μ ｍ 、 研 磨 に 使 用 さ れ る 際 に は 、 研 磨 パ ッ ド に 付
着 さ れ る ） を 塗 布 し 乾 燥 し た 。 さ ら に 、 積 層 シ ー ト ４ の 樹 脂 フ ィ ル ム ２ 面 上 に 粘 着 剤 層 ６
と し て ア ク リ ル 系 粘 着 剤 （ 乾 燥 後 厚 み ５ ０ μ ｍ 、 研 磨 に 使 用 さ れ る 際 に は 、 研 磨 機 定 盤 に
付 着 さ れ る ） を 塗 布 し 乾 燥 し て 、 研 磨 材 固 定 用 両 面 粘 着 テ ー プ ７ を 製 造 し た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ 実 施 例 ２ ）
発 泡 体 シ ー ト １ と し て 表 １ に 示 し た 物 性 の ポ リ ウ レ タ ン 発 泡 体 シ ー ト （ 厚 み １ ２ ０ ０ μ ｍ
） を 用 い た 他 は 、 実 施 例 １ と 同 様 に し て 研 磨 材 固 定 用 両 面 粘 着 テ ー プ を 製 造 し た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
（ 比 較 例 １ ）
発 泡 体 シ ー ト １ と し て 気 泡 の 大 き さ が 不 均 一 な ポ リ ウ レ タ ン 発 泡 体 シ ー ト （ 厚 み １ ０ ０ ０
μ ｍ 、 図 ３ に そ の 断 面 の 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 写 真 を 示 す よ う に 、 気 泡 の 大 き さ が 均 一 で は な
い ） を 用 い た 他 は 、 実 施 例 １ と 同 様 に し て 研 磨 材 固 定 用 両 面 粘 着 テ ー プ を 製 造 し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
（ 比 較 例 ２ ）
ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト フ ィ ル ム （ 厚 さ ３ ８ μ ｍ ） の 片 面 に ア ク リ ル 系 粘 着 剤 （ 乾 燥
後 厚 み ５ ０ μ ｍ 、 研 磨 に 使 用 さ れ る 際 に は 、 研 磨 パ ッ ド に 付 着 さ れ る ） を 塗 布 し 乾 燥 し た
。 さ ら に 、 上 記 フ ィ ル ム の 他 面 に ア ク リ ル 系 粘 着 剤 （ 乾 燥 後 厚 み ５ ０ μ ｍ 、 研 磨 に 使 用 さ
れ る 際 に は 、 研 磨 機 定 盤 に 付 着 さ れ る ） を 塗 布 し 乾 燥 し て 、 研 磨 材 固 定 用 両 面 粘 着 テ ー プ
を 製 造 し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 表 １ 】
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【 ０ ０ ２ １ 】
性 能 評 価
実 施 例 及 び 比 較 例 の 研 磨 材 固 定 用 両 面 粘 着 テ ー プ ７ を 図 ４ に 示 す よ う に 、 研 磨 パ ッ ド ８ （
硬 質 ウ レ タ ン 発 泡 体 か ら な る 研 磨 材 、 ロ デ ー ル ニ ッ タ 社 製 の 「 Ｉ Ｃ － １ ０ ０ ０ 」 ） 及 び 研
磨 機 定 盤 ９ に 粘 着 さ せ た 研 磨 装 置 を 用 い 、 直 径 が ２ ０ ０ ｍ ｍ の シ リ コ ン ウ エ ハ 基 盤 を 以 下
の よ う に し て 研 磨 し た 。 ０ ． ０ ２ ～ ０ ． ０ ５ μ ｍ の シ リ カ 粒 子 を ５ 重 量 ％ 、 過 酸 化 水 素 水
、 マ レ イ ン 酸 水 素 テ ト ラ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム 、 テ ト ラ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム ヒ ド ロ キ シ ド お
よ び メ チ ル エ チ ル セ ル ロ ー ス を 含 有 す る ｐ Ｈ ７ ． ２ の 研 摩 ス ラ リ ー を 研 摩 パ ッ ド の 中 央 部
に 供 給 し な が ら ウ エ ハ と 研 摩 パ ッ ド を １ ４ ０ ｒ ｐ ｍ の 回 転 数 で 回 転 さ せ て 平 坦 化 処 理 を 行
っ た 。 そ の 際 研 摩 パ ッ ド の ウ エ ハ へ の 当 接 圧 力 は ９ ８ ０ ～ ４ ９ ０ ０ ０ Ｐ ａ と し た 。 研 磨 終
了 後 、 シ リ コ ン ウ エ ハ の 研 摩 後 の 厚 み 差 の 最 大 値 を 求 め る こ と に よ り 平 坦 性 を 評 価 し た 。
そ の 結 果 を 表 ２ に 示 し た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ３ 】
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【 発 明 の 効 果 】 上 述 の 通 り 、 本 発 明 に よ れ ば 、 被 研 磨 物 の 研 磨 後 の 厚 み の ば ら つ き 精 度 を
数 十 μ ｍ 程 度 に さ せ 得 る 研 磨 材 固 定 用 の 両 面 粘 着 テ ー プ が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 研 磨 材 固 定 用 両 面 粘 着 テ ー プ の 一 例 を 示 す 模 式 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 １ で 用 い ら れ た ポ リ ウ レ タ ン 発 泡 体 の 断 面 の 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 写 真 で あ る
。
【 図 ３ 】 比 較 例 １ で 用 い ら れ た ポ リ ウ レ タ ン 発 泡 体 の 断 面 の 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 写 真 で あ る
。
【 図 ４ 】 研 磨 材 固 定 用 両 面 粘 着 テ ー プ の 使 用 方 法 を 例 示 す る 模 式 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 発 泡 体 シ ー ト
２ 　 樹 脂 フ ィ ル ム
３ 　 粘 着 剤
４ 　 積 層 シ ー ト
５ 　 粘 着 剤 層 （ 研 磨 パ ッ ド 側 ）
６ 　 粘 着 剤 層 （ 定 盤 側 ）
７ 　 研 磨 材 固 定 用 両 面 粘 着 テ ー プ
８ 　 研 磨 パ ッ ド
９ 　 研 磨 機 定 盤
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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